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１ 趣旨 

高校生のいじめや不登校、中途退学の背景として、「人間関係をうまく保てない」など、生徒の人間
関係を形成する力やコミュニケーション能力の不足によるものもあり、心の不安定さからいじめや不
登校、中途退学につながる場合が少なくない。また、本道においても、児童生徒の自殺が少なからず
発生しており、北海道学校保健審議会の調査では、自殺や死について考える児童生徒が一定程度いる
という結果が出ていることから、児童生徒等の自殺予防に関する正しい知識や援助希求の重要性に関
する認識を高める必要がある。 
このような状況を改善し、道立高等学校におけるいじめや不登校、中途退学の未然防止、自殺の予

防を図るため、予防的・開発的な視点に基づく生徒の人間関係を形成する力やコミュニケーション能
力の育成を図る取組（以下、「集団カウンセリング」という。）や、自殺予防教育プログラムを活用し
た取組を実践するとともに全道の高等学校への普及を図る。 

２ 事業内容 
(1) 集団カウンセリングの実施 
(2) 自殺予防教育の取組の実施 
(3) アプリによる「心の健康観察」の実施 
(4) 外部人材を活用した取組の実施 
(5) 成果の検証 
(6) 学校プログラムの作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
  

 

「高校生ステップアップ・プログラム」とは 

高校生ステップアップ・プログラムの全体図 

いじめや不登校、中途退学の未然防止、自殺予防 

人間関係を形成する力やコミュニケーション能力の育成 

【質の向上】 

・コミュニケーションスキル育成のトレーニング 
  
（例） 

○人間関係づくりを支援する集団カウンセリング 
○コミュニケーションスキルを育成するトレーニング  

    ・構成的グループエンカウンター  
    ・ピア・サポート活動  
    ・アサーショントレーニング  
    ・ソーシャルスキルトレーニング など 

○望ましいコミュニケーションについて考える取組  
    ・ロールプレイ 

【量の確保】 

・コミュニケーションスキルを生かす機会の確保 
 
（例） 

○コミュニケーション能力を育む活動  
・学校行事や生徒会活動  

    ・学年・学級等による日常活動  
  （キラキラ言葉の奨励・チクチク言葉の撲滅など）  

○学校間（異校種）連携や地域連携の取組  
○ピア・サポート活動  

    ・ピア・サポーターによる支援活動  
    ・小・中学校へのサポート活動 

○ボランティア活動（異世代交流） 

・生徒の心の健康に係る
早期の問題認識に向けた
取組 
・援助希求的態度の育成
を図る取組（SOS の出し
方に関する教育）  
・ストレス対処能力の育成 

等 
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〇集団カウンセリングの実施 

〇自殺予防教育の取組の実施 

・「児童生徒の自殺を予
防するためのプログラ
ム」 

 
・「教員研修用資料」  

〇学校プログラム（成果のまとめ）の作成 

援助希求的態度の育成 
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〇アプリによる「心の健康観  

 察」の実施 
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北海道栗山高等学校 
課 程：全日制 

学 科：普通科 

生徒数：130 名 

本校の取組の特徴 

１ 教育相談週間の設定と子ども理解支援ツール「ほっと」の活用 
２ スクールカウンセラーや外部講師による講演・集団カウンセリング 
３ アセスメントツールの活用 

取組の内容 

本校の目指す生徒像 

・主体的に知性を磨き、豊かな情操を身に付ける生徒 
・豊かな自然に親しみ、強固な心身を鍛えていく生徒 
・勤労を愛し、奉仕の精神を持ち社会貢献できる生徒 

本校の現状 

素直で人懐っこい生徒が多く、教職員と生徒との
距離が近い。一方でコミュニケーションスキルや人
間関係の構築に課題を抱える生徒も見られる。 

取組の成果等 

○ 人間関係を形成する力やコミュニケーション能力の育成を図る取組 
１ 教育相談週間の設定と子ども理解支援ツール「ほっと」の活用 
  ４月と 12 月に教育相談週間を設定し、全生徒との面談を実施した。また、教育相談週間

に合わせて、「ほっと」を実施し、その結果を面談の一資料として活用するなど、多方面か
ら生徒の日常の不安や悩み等を把握することに努めた。 

２ スクールカウンセラーや外部講師による講演・集団カウンセリング 
(1) スクールカウンセラーによる講演・集団カウンセリング 

   全校生徒を対象にストレス対処の方法や援助希求的態度等の重要性についての講演を
実施するとともに、生徒の状況に応じ、各学年２時間ずつ集団カウンセリングを実施。 
（講演内容：コミュニケーションの取り方、自己理解と他者理解） 

(2) 外部講師による講演（１学年） 
   自他ともに認め合う人間関係について学ぶことを目的に、栗山町の保健師による性の

多様性やデートＤＶについての講演を実施。 
(3) 北海道医療大学冨家教授による講演 

「アサーション」をテーマに自分も相手も尊重するコミュ 
ニケーションの取り方について講演を実施。 

(4) 心のライブ授業 
   外部講師（北海道いのちの電話事務局長・ミュージシャン） 

を招いて、命の大切さを伝える講演や演奏会を実施。 
３ アセスメントツールの活用 
  「ほっと」の他、「ほっとプラス」「メンタルヘルスアンケー 
ト」を実施し、冨家教授に分析を依頼。結果を生徒支援に活用。 

○ 成果 

 ・年２回の教育相談週間を設定することで、生徒にとって相談しやすい環境を整えた。なお、

教師にとっては生徒理解を深める機会となった。 

 ・スクールカウンセラーや外部講師等、専門家からの講演・集団カウンセリングを通して、

自分が持つリソース、ストレス、不安等とうまく付き合う方法や、お互いを尊重するコミ

ュニケーションの大切さについて理解を深めることができた。 

○ 課題 

日常的な場面では、まだまだコミュニケーション不足の場面も見られる。日常のあらゆる場面

で気付きを与え、経験を積み重ねる取組が必要である。 

○ 次年度に向けて 

学校や地域の特性を生かし、教科の枠にとらわれることなく、教科等横断的に生徒のコミュニ

ケーションや自己肯定感の向上を目指した取組を継続していく。  

【集団カウンセリングの様子】 
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北海道札幌東高等学校 
課 程：全日制 

学 科：普通科 

生徒数：937 名 

本校の取組の特徴 

１ スクールカウンセラーによるワークショップの実施 
２ スクールカウンセラーを活用した、きめ細かな支援 

取組の内容 

本校の目指す生徒像 

「関わる力」、「見通す力」、「やり抜く力」、「か
なえる力」を身に付ける生徒 

本校の現状 

非常に真面目で一生懸命であるが、悩みを抱えて
いる生徒が多い。 

取組の成果等 

○ 人間関係を形成する力やコミュニケーション能力の育成を図る取組 

１ スクールカウンセラーによるワークショップの

実施 

   望ましい人間関係や自己肯定感を高める「集団

作りエクササイズ」の実施 

  ＜集団作りエクササイズの内容＞ 

  ・構成的グループエンカウンター 

 ・ソーシャルスキルトレーニング 

２ スクールカウンセラーを活用した、きめ細かな支

援（必要に応じた外部機関とのスピーディな連携） 

(1) スクールカウンセラーによる面談 

(2) スクールカウンセラーによる講話等の実施 

(3) 教育相談室の積極的活用 

(4) 非認知機能を図るアンケートの実施、分析 

 

○ 成果 

 ・「集団作りエクササイズ」では、ゲームやミニワークを通じて生徒間で自然に会話が生まれ、

互いを理解し合う貴重な機会となった。 

・入学後すぐにソーシャルスキルトレーニング等を実施したことにより、早期に人間関係が安

定し、スムーズに学校生活を開始することができた。 

 ・生徒からは、「自己理解、他者理解を深められた」、「自己開示能力が高まったため不安が解消

された」等のアンケート結果が見られた。 

○ 課題 

多様な悩みを抱えている生徒が増加しており、アセスメントの時期や取り組み方など工夫が

必要である。 

○ 次年度に向けて 

スクールカウンセラーや外部講師による研修を実施するなど生徒の状況に応じた適切な対応

ができるよう研鑽を深めていく。 

【ワークショップの様子】 

【ワークショップの様子】 
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北海道札幌南高等学校 
課 程：定時制 

学 科：普通科 

生徒数：75 名 

本校の取組の特徴 

１ 外部機関と連携し、対人関係スキル学習会の実施を通した対人関係形成能力向上の取組 
２ 大学教授やスクールカウンセラー（以下ＳＣ）による教員研修を通した教職員の資質能力向上への
取組 

３ 道内外の特別支援教育先進地域への学校視察訪問とその共有による教職員の知見の向上 

取組の内容 

本校の目指す生徒像 

・勤労と学業を両立できる強固な意志と逞しい体力を持つ生徒 
・時代の進展に対応できる能力を持つ生徒 
・社会の発展に貢献できる調和のとれた人格を持つ生徒 

本校の現状 

自己肯定感を高め自律的に行動
できる主体性や他者と関わり互い
に高め合う社会性の獲得が必要。 

取組の成果等 

○ 人間関係を形成する力やコミュニケーション能力の育成を図る取組 

１ 外部機関と連携し、対人関係スキル学習会の実施を通した対人関係形成能力向上の取組 

養護教諭によるコミュニケーション教室や、ＳＣによるこころの健康教室、人権擁護委員によ

るデートＤＶ教室などを通して、対人関係形成能力を主体的に伸ばすきっかけとした。 

２ 大学教授やＳＣによる教員研修を通した教職員の資質能力向上への取組 

北海道教育大札幌校の教授によるカウンセリングに係る事例研究会を８月に実施し、具体的な

事例をもとに、生徒への支援への手立てを協議した。また、ＳＣによる今年度の生徒へのカウン

セリング内容を踏まえた教職員向け研修を11月に実施し、生徒理解に役立てた。 

３ 道内外の特別支援教育先進地域への学校視察訪問とその共有による教職員の知見の向上 

道内２校、道外３校への学校視察訪問を９～10月に実施、特別支援教育に関わる意識・知見の

向上に努めた。得られた情報を校内研修で共有、先進地域と本校の違いを把握するとともに改善

点の洗い出しを図った。 

〇 成果 

・「対人関係スキル学習会」では、生徒から「何事にも自分を理解し、自分の感情を認めることが大

事だと思った」という声があがるなど、自身の悩みや対人関係トラブルが成長の過程で起こり得る

ものであることを自覚する生徒が多く見られた。その自覚から、援助希求的態度の促進につなげる

ことができた。 

・さらに、校内研修や学校視察による事例の共有を通して、特別支援教育に係る新たな知見を教職員

が獲得することができた。 

〇 課題 

多様な背景を抱えながら援助希求的態度がとれず孤立しがちな生徒に対して、生徒の主体的な活

動を伴走支援する教職員の協働体制を構築する必要がある。 

〇 次年度に向けて 

  生徒がＳＯＳを出しやすい環境の整備及び特別支援教育に関する教職員の研修体制の充実を図

る。 
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北海道札幌北高等学校 
課 程：定時制 

学 科：普通科 

生徒数：90 名 

本校の取組の特徴 

１ スクールカウンセラーや外部講師による講話等 
２ スクールカウンセラーによる支援  
３ アセスメントツール「心と身体のチェックリスト」の実施  

取組の内容 

本校の目指す生徒像 

・広く学び、深く考え、自ら行動することができる生徒 
・人を人として尊重し、豊かな心を持った生徒 
・前を向き、挑戦し、未来を切り拓くことができる生徒 

本校の現状 

・コミュニケーション能力と社会性の育成が必要 
・心の健康の充実に向けた校内外の環境整備をしていく 
・特別支援教育に関する教職員のさらなるスキルアップ 

取組の成果等 

○ 自殺予防教育の取組 

１ スクールカウンセラーや外部講師による講話等 

(1) スクールカウンセラーによる講話 

・「心の授業～良いコミュニケーションのコツ～」（援助希求的態度の育成） 

・「心の授業～命の危機・『自殺』を防ぐために～」（早期の問題認識（心の健康）） 

(2) 北海道いのちの電話相談員による「こころのライブ授業（いのちの大切さ、心の健康）」

の実施 

(3) こども家庭庁主催「こどもの自殺対策の推進に向けたワークショップ（悩んでいる友

人のサポート）」の実施 

※上記の他に、保健体育科の授業で「精神の健康」（ストレス対処能力の育成、心の健康）

実施 

２ スクールカウンセラーによる支援 

１年間を通して、生徒や保護者を対象とした個別のカウンセリングを実施。積極的にケ

ース会議やコンサルテーションを実施した。 

３ アセスメントツール「心と身体のチェックリスト」の実施 

結果は特別支援委員会で分析し、要支援の生徒に対して担任による面談を実施した。ま

た、必要に応じて継続的な支援について特別支援委員会で検討し組織的対応につなげた。 

○ 成果 

スクールカウンセラーの講話等により、教職員以外にもいつでも相談ができる大人とし

て、本校にもスクールカウンセラーがいることを理解させることができた。また、外部講師

を活用することで「危機介入スキルの習得」、「悩んでいる人のサインに気付き」、「声をかけ

るゲートキーパーとしての資質の育成」ができ、組織全体のセーフティネットが強化された。 

○ 課題 

今後も、生徒の課題に即した特別支援教育・合理的配慮の実践に向け、スキルアップを図

るための研修が必要である。 

○ 次年度に向けて 

本年度実施した取組を継続するとともに、入学時の予防教育に重点を置き、1学年を中心

にスクールカウンセラーを活用した講話や担任による面談を計画的に実施する。 
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北海道札幌厚別高等学校 
課 程：全日制 

学 科：総合学科 

生徒数：828 名 

本校の取組の特徴 

１ スクールカウンセラーによるコミュニケーションワークショップ 
２ 生徒面談週間を通じた生徒理解と生徒支援の体制づくり 
３ 自殺予防など、自分を大切にする取組 

取組の内容 

本校の目指す生徒像 

・自律的な行動がとれる生徒 
・豊かに逞しく生きることができる生徒 
・協働して新たな価値を創造しようとする生徒 

本校の現状 

SNSトラブルが増加するなど、相手の立場や気持ち
を踏まえて適切に関わり、円滑な人間関係を形成す
る力の育成に課題が見られる状況となっている。 

取組の成果等 

○ 人間関係を形成する力やコミュニケーション能力の育成を図る取組 

１ スクールカウンセラーによるコミュニケーションワークショップ 

   ４月の新入生およびクラス替え直後の２年次生を対象に、北海道演劇財団が提供する

プログラムを活用し、身体表現や対話を取り入れた活動を通じて、互いを理解し合い、安

心して関わることのできる人間関係の構築を目的にしたコミュニケーションワークショ

ップを実施した。 

２ 生徒面談週間を通じた生徒理解と生徒支援の体制づくり 

   生徒面談週間においては、アセスの結果を効果的に活用し、生徒の心理的状況や対人

関係の傾向を踏まえた面談を実施した。全教職員が面談に関わり、得られた情報を入力・

共有することで、組織的かつ継続的な生徒支援につなげている。また、２月には北海道大

学から准教授を招き、精神疾患や発達障害への理解と具体的な対応を学ぶ「心のサポー

ター」研修を教職員向けに実施し、専門的知見の向上を図った。 

○ 自殺予防教育の取組 

 ３ 自殺予防など、自分を大切にする取組 

   北海道いのちの電話事務局より講師を招き、「こころのライブ授業」を実施した。講師

によるメッセージや歌唱を通して、「今のままの自分でいい」という前向きな感想が多く

寄せられるなど、生徒が自分自身の存在や命の大切さを見つめ直す機会となった。 

○ 成果 

  生活面談週間等の機会を通じて教職員間での情報共有が進み、生徒の小さな変化にも早

期に気付く体制が整いつつある。これにより、教職員が連携した生徒理解と継続的な支援に

つなげる動きが見られるようになった。 

○ 課題 

  人間関係形成に向けた様々な取組を実施してきたが、分掌間で連携した取組が十分とは言え

ず、取組内容を相互に関連付けた連続的・効果的な実践には至らなかった。今後は、各取組の目

的や成果を共有しながら、年間を通じて体系的に実施できるよう、分掌間の連携の在り方をさら

に工夫していく必要がある。  

○ 次年度に向けて 

  目指す生徒像について教職員間での共有を一層進めるとともに、外部人材の効果的な活用と

実践を支える分掌間の連携強化を図る。また、各取組の目的や年間計画を整理し、行事の精選を

進めることで、連続性と効果を意識した取組の充実を図る。 
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北海道札幌白陵高等学校 
課 程：全日制 

学 科：普通科 

生徒数：143 名 

本校の取組の特徴 

１ 外部講師の講演による「命」の大切さの再認識、自己理解及び他者理解の深化 
２ 外部講師によるコミュニケーショントレーニングを通した、コミュニケーション能力の育成や自己
肯定感の醸成 

３ スクールカウンセラーや外部機関との連携によるきめ細かな生徒理解と専門性の高い生徒支援 

取組の内容 

本校の目指す生徒像 

・感謝の心を持ち、社会に貢献する生徒 
・自ら進んで視野を広げ、知性を磨く生徒 
・心身を鍛え、たくましく生きる生徒 

本校の現状 

・生徒一人ひとりが自己理解や他者理解を深め、自
他の命の尊さや価値を再認識する必要がある。 

・生徒の自己肯定感を高めていく必要がある。 

取組の成果等 

○ 人間関係を形成する力やコミュニケーション能力の育成を図る取組 
１ 外部講師の講演による「命」の大切さの再認識、自己理解及び他者理解の深化 

講演「命の大切さ」 講師：助産師 吉田 征子 氏 

【講演内容】 

人と人との関わりはどうあるべきか（コミュニケーションの取り方）、援助希求の重要性、男女

交際の在り方・デートＤＶ、情報選択の方法、男女の心の違いと体の仕組み、ＬＧＢＴＱ、妊娠・

出産・中絶、性的同意、いのちの誕生、等 

２ 外部講師によるコミュニケーショントレーニングを通した、コミュニケーション能力の育成

や自己肯定感の醸成 

講師：ネイパル深川 社会教育主事 谷川 洋史 氏 、指導員 坪田 雄登 氏 

【内容】 

生徒相互の信頼関係の構築にむけたコミュニケーション力、表現力の育成、自分自身を高めるた

めの「自己肯定感」の醸成、クラスの集団としての「協調性」や「他者への思いやり」の心の醸成、

教員と生徒の相互理解 等 

３ スクールカウンセラーや外部機関との連携によるきめ細かな生徒理解と専門性の高い生徒

支援 

【内容】 
生徒及び保護者に対するスクールカウンセラーの個別継続的なカウンセリングの実施、併設校で

ある白桜高等学園との連携（パートナーティーチャーによる特性のある生徒への支援、白桜高等学

園の研修への参加等）、通級指導等について先進的に取り組んでいる札幌琴似工業高等学校（定時

制）との連携、ヤングケアラー等の問題を抱える生徒のための相談先との連携、特性のある生徒の

進路先等を見据えての相談事業所との連携 等 

○ 成果 

講演や実践的なトレーニングにより、正しい知識を身に付け、自他の理解を深め、多様性を認め合

う意識を向上させることができた。 

○ 課題 

知識や理解を日常の行動へつなげるため、継続的な取組について検討する必要がある。 

○ 次年度に向けて 

持続可能な取組とするために必要な視点や内容を整理し、学校全体で共有する。 
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北海道江別高等学校 
課 程：全日制 

学 科：普通科・事務情報科・生活デザイン科 

生徒数：777 名 

本校の取組の特徴 

１ コミュニケーショントレーニングの実施 
２ ピア・サポート研修会の実施 
３ スクールカウンセラーによる教職員向け研修会の実施 

取組の内容 

本校の目指す生徒像 

常に前向きで何事にも粘り強く取り組み、多く
のことに疑問を持ち考え抜き、自らの正しい判断
をする力と他を思いやることができる生徒。 

本校の現状 

おとなしく素直な生徒が大多数である。対人関係
において、周囲への配慮から自己開示することに消
極的な生徒が見受けられる。 

取組の成果等 

○ 人間関係を形成する力やコミュニケーション能力の育成を図る取組 

１ コミュニケーショントレーニングの実施 

入学当初に生徒間の良好な関係を築くことで、相談しやすい関係性のある学年・学級づくりを目

指した。また、ＳＧＥやＳＳＴの手法を活用するなど、自己表現力やコミュニケーション能力を高

める体験的な活動を通し、悩みなどを互いに相談し合うような望ましい人間関係の構築に向けた態

度や能力を身に付けることができた。参加した生徒からは「話したことのない人と関わることがで

きてよかった。」「他人の意見を聞き、自分では感じない様々な意見が出てきて、様々な視点で気付

けることがあった。」などの感想があり、多くの人とコミュニケーションを図り、良好な人間関係を

築くためにはどのように行動すべきであるか、改めて考える機会となった。 

 ２ ピア・サポート研修会の実施 

自己理解および他者理解を深めつつ、自己開示能力の育成をね 

らいとし、保健局員と有志の生徒で自己開示を意識するためのア 

サーショントレーニングを実施した。 

「自己理解と他者理解」というテーマでは、他者に対する苦手 

意識や、好ましいと思う人物像について考えた。また、教員によ 

るロールプレイングを披露した後には、「相手の顔を見たり相槌を 

しないと、相手に興味が無いように思えて、話す側が話しにくい 

と思った」などの感想が寄せられた。 

３ スクールカウンセラーによる教職員向け研修会の実施 

 発達障害のある生徒の「コミュニケーション」「感情の理解」の背景にある「ものの見方・考え方」 

を把握することで、生徒理解を深めた。 

 

○ 成果 

  コミュニケーショントレーニングやピア・サポート研修を実施することで、参加した生徒の大多数

に、他人の気持ちを考えたり想像したりする態度が育まれ、他者理解に向けて積極的に行動する場面

が見られるなど、明らかな変容が見られた。 

○ 課題 

  より効果的な研修とするため、研修の実施時期や内容を精選する必要がある。また、より多くの生

徒にピア・サポートに触れる機会を設定するためにも、個別に声かけをする必要がある。 

○ 次年度に向けて 

  学年や分掌の横断的な協力体制の構築や教員間における意思疎通の緊密化および生徒への支援活

動の連携強化を行う。 

【ピア・サポート研修会の様子】 
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北海道有朋高等学校 
課 程：定時制 

学 科：普通科・事務情報科 

生徒数：283 名 

本校の取組の特徴 

１ スクールカウンセラーによる個別カウンセリングの充実 
２ 外部専門機関との連携及び積極的な活用 
３ 北海道医療大学生によるレクリエーション活動や大学生カフェの実施 
４ アセスメントツール「心と身体のチェックリスト」の実施と活用 

取組の内容 

本校の目指す生徒像 

・自ら伸ばせ 輝かせ 
・心豊かに 気品あれ 
・進取で強く しなやかに 

本校の現状 

 多くの悩みを抱え、不登校傾向にある生徒に対し 
て、校内委員会と各年次がスクールカウンセラーと 
連携しながら支援に努めている。 

取組の成果等 

○ 人間関係を形成する力やコミュニケーション能力の育成を図る取組 

 １ スクールカウンセラーによるカウンセリングの充実 

  ・生徒、保護者、関係教職員を対象としたカウンセリングを実施した。 

  ・登校が難しい生徒に対しては、電話によるカウンセリングを実施した。 

  ・スクールカウンセラーがカウンセリング内容を基に教職員へ指導助言した。 

 ２ 外部専門機関との連携及び積極的な活用 

   主に児童相談所や医療機関などとの情報共有により、家庭において課題を抱える生徒への

対応・支援について充実を図った。 

 ３ 北海道医療大学生によるレクリエーション活動や大学生カフェの実施 

   大学生が企画したレクリエーションを年４回、カフェを年４回実施。新たな人間関係の形

成とコミュニケーションスキルの向上を図った。 

 ４ アセスメントツール「心と身体のチェックリスト」の実施と活用 

   「心と身体のチェックリスト」を長期休業明けに実施。特にストレスや不安を抱えている生

徒をリストアップし、個別懇談や保護者を交えた懇談を実施した。 

   さらに、希望者についてはスクールカウンセラーへとつなぎ、見守り活動を継続した。 

○ 成果 

 ・スクールカウンセラーのアドバイスにより、状況に応じて外部機関（児童相談所や医療機

関等）へスムーズにつなぐことができた。 

 ・本事業に係る長年の取組によって、生徒に寄り添った指導の充実や、相談体制の強化が

徐々に図られ、生徒にとって相談しやすい環境が整ってきている。 

 ・カウンセリングや校内委員会のサポートによる支援を受けた生徒が学校生活を意欲的に

送ることができている。  

 ・大学生との交流を通し、生徒個々のコミュニケーションスキルが向上してきた。 

○ 課題 

 ・電話によるカウンセリングを実施したが、生徒の様子をより詳細に把握するためにオンライ

ン体制を構築する必要がある。 

 ・アセスメントツールの適切な実施回数、実施時期を検討する必要がある。 

○ 次年度に向けて 

 ・オンラインによる相談体制の充実。 

 ・現在実施している「ほっと」や「ほっとプラス」を含めたアセスメントツールの精査。 

 ・高大連携事業の更なる充実。 
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北海道蘭越高等学校 
課 程：全日制 

学 科：普通科 

生徒数：41 名 

本校の取組の特徴 

１ スクールカウンセラーによる自殺予防講話 
２ 生徒理解と心の変化や困り感等の早期把握・対応のための取組 

取組の内容 

本校の目指す生徒像 

１ チャレンジ精神に富み、主体性的に学び、行動する生徒  
２ 自然や郷土を愛し、地域や社会の発展に寄与する生徒  
３ コミュニケーション能力に富み、他者との協調・協働を

通して己を高める生徒 

本校の現状 

・素直な生徒が多いが、自己肯定感が低い生徒、自己表現

が苦手で人間関係の構築に課題のある生徒が見られる。  
・中学校までに不登校傾向があった生徒が各学年に複数

在籍している。 

取組の成果等 

○ 自殺予防教育の取組 

１ スクールカウンセラーによる自殺予防講話 

（講師：本校スクールカウンセラー 高杉ゆう子氏 ７月・２月に実施） 

「心が苦しい状態にある自分自身を理解の仕方と対応を学ぶこと」「他者との向き合い方につ

いて理解を深めることで、よりよい行動を選択できるようになること」を目的に、「しんどい心の

乗り越え方～高校生のためのメンタルケア講座～」という題で講話をいただいた。 

生徒の日常生活に関わる内容を中心に、実践的なスキルについて学ぶ機会になった。 

※管内各学校・教育委員会から計８名がオンラインで参加した。 

《生徒の感想》 

「先生が教えてくれるのは、幸せになってほしいから」という言葉が一番心に残った。誰かが死にたいと

思い、それを助けようとするのは難しいことだけど、みんながそれぞれ自分自身で自分を分かって、受け

止めることができるようになると、命を救える方法や、人生をやめる人が減っていくのかなと思った。 

２ 生徒理解と心の変化や困り感等の早期把握・対応のための取組 

(1) 健康観察・教育相談アンケートの実施 

毎週、全校生徒を対象に「健康観察・教育相談アンケート」を実施し、生徒理解と心の変化

や困り感等の早期把握につなげた。アンケート後、変化を把握した生徒に対して速やかに面談

し、その結果を教職員間で情報共有するとともに、スクールカウンセラーに情報共有する資料

に活用した。 

(2) スクールカウンセラーによる指導助言 

月１回程度、スクールカウンセラーが「健康観察・教育相談アンケート」等に基づいてカウ

ンセリングを実施した。カウンセリングの内容を校内で共有し、本事業の実施等に活用した。 

○ 成果 

自殺予防講話実施後のアンケートでは、「講話の実施により、自分の扱い方や心を落ち着かせる方

法、言語化について学び、自分に向き合うことができた」と振り返る生徒が多く見られた。また、生

徒自身が日常を振り返り、スムーズに新年度につなげることができるよう、２月に２回目の講話を実

施した。 

○ 課題 

毎年様々な課題を持った生徒が入学するため、アセスメントツール等の効果的な活用方法につい

て、教職員研修を一層充実させる必要がある。 

○ 次年度に向けて 

自殺予防講話の開催について管内の関係機関に案内したところ、オンライン等でも多くの方の参加

があった。引き続き、児童生徒の学びの機会を管内でも共有するとともに、町内の小中学校と連携に

も重点を置き、情報共有・支援の引継ぎ等を一層効果的に行えるようにしたい。 
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北海道追分高等学校 
課 程：全日制 

学 科：普通科 

生徒数： 67 名 

本校の取組の特徴 

１ 体験的な活動を通じた、コミュニケーション能力の向上 
２ 気持ちを表出できる機会を増やす取組を通じた援助希求的態度の育成 

取組の内容 

本校の目指す生徒像 

・自律的に行動し、実践力がある生徒 
・豊かな感性を持ち、他者に寛容である生徒 
・他者の意見を尊重し、自分の意見を表現できる生徒 

本校の現状 

・不登校経験者が多く、自己肯定感の育成に課題がある。 
・他者の心情を推察することに不慣れな生徒が多く、対人

関係の構築に課題がある。 

取組の成果等 

○ 人間関係を形成する力やコミュニケーション能力の育成を図る取組 
１ 体験的な活動を通じた、コミュニケーション能力の向上 

(1) 自他理解～コミュニケーションカードを用いて自己紹介を行うグループワークを行った。学

年が上がるとともに自己分析を深めている様子が見られた。 

【感想】 

・私は自分から動くのが苦手だけど、グループ活動やみんなで何かに

挑戦する時は積極的に動くことが大切だと実感した。 

・まだ僕は自分の意見を言えないのでちゃんと克服したい。今日で自

分の弱いところが分かったからその弱いところを直していきたい。 

・普段は明るく悩みのないように見える人でも、実は周りを気にして

いたり、人見知りだったりと自分と変わらないと思った。 

(2) スクールカウンセラーによる集団カウンセリングを学年毎にテー 

マを決めて実施した。 

【感想】 

・人との関わり方と考え直せた。 

・自分の性格の細かいところまで目を向けることができた。 

・困った時には信頼できる人に相談しようと思った。 

(3) 地域連携の取組～年間９件のボランティアの依頼があり、計 25 名の生徒が参加した。 

【感想】 

・役に立てる事ができて、すごく良い気持ちになった。 

・町内の方々と交流があり、楽しかった。 

２ 気持ちを表出できる機会を増やす取組を通じた援助希求的態度の育成 
長期休業前後にアンケートを実施した。自由記載欄に自分の気持ちを表出している生徒が多く

見られたことから、生徒サポート委員会で内容を確認してＨＲ担任が面談や声掛けをしている。 

スクールカウンセラーの紹介は、お便りだけでなく、１年生には対面で紹介できる場を作り、

相談しやすい関係づくりを行っている。紹介後すぐに相談を希望する生徒がいた。 

○ 成果 

体験的な活動を継続することで、学年が上がるとともに、援助希求的態度を育成することができた。

長期休業前のアンケート結果で、不安の強い生徒にはＨＲ担任が面談等でサポートを行った。休み期

間中気持ちの回復ができ、心の安定につながった。 

○ 課題 

グループ活動や席替えの場面では、現状維持を好む生徒がおり、新たな人間関係が構築されにくく、

コミュニケーションスキルの向上に向けた支援を継続する必要である。 

○ 次年度に向けて 

地域と連携しながら、学校行事やボランティア活動を通じて、コミュニケーションスキルを活かす

場をつくり、経験を積めるようにしていく。 

【グループワークの様子】 



 

令和７年度高校生ステップアップ・プログラム  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

北海道鵡川高等学校 
課 程：全日制 

学 科：普通科 

生徒数：124 名 

本校の取組の特徴 

１  コミュニケーションスキルアップトレーニング（ＣＳＴ）の取組 
２ 絵本セラピーの実施 
  

取組の内容 

本校の目指す生徒像 

一人ひとりの個性を伸ばし、明るく豊かでた
くましい人間を育成する。 

本校の現状 

対人関係が苦手な生徒、精神的に不安定な生徒が
多く、学校生活に不安を抱え、支援やサポートが必
要な生徒が多く入学してくる。 

取組の成果等 

○ 人間関係を形成する力やコミュニケーション能力の育成を図る取組 
１ コミュニケーションスキルアップトレーニング（ＣＳＴ）の取組 

  ・生徒指導部長やＳＣ等による生徒サポート委員会を中心に、全学年に人間関係作りのた
めのＣＳＴの授業を実施した。特に１学年はクラス作りのための集団カウンセリングを
年度初めに行った他、２学年では「自他理解と自立」、３学年では「自己主張」をテー
マにして実施した。 

 ・生徒からは、「一人ひとり考えが違うことが分かった」「相手を尊重して自分の意見を伝
えることを考えることができた」などの感想があり、コミュニケーションの取り方を学
ぶことができた。 

２ 絵本セラピーの実施 
   学年ごとに、絵本セラピストによる絵本セラピーを全学年で実施した。絵本を使用する

ことで、他者の感情や考えを理解して受け入れる体験をしたり、自分の考えを表現したり
した。また、自他を尊重して、予防的・開発的な視点に基づく人間関係の構築やコミュニ
ケーション能力の育成を図った。 

○ 成果 

 ・ＣＳＴの実施や外部講師による絵本セラピーなどにより、コミュニケーションのポイン

トとなる「傾聴」や「アサーティブな伝え方」について考えたり、他者の気持ちを考えた

りすることが、少しずつできるようになった。 

 ・ＳＣによるアセスメントやカウンセリングを踏まえた教員への助言により、様々な特性

を持つ生徒についての生徒理解を深めるとともに、生徒支援についての検討をすること

ができた。 

○ 課題 

   本校は、対人関係が苦手な生徒が多く、人間関係のトラブルも多い。担任や教科担任、部

活動顧問での連携に加え、ＳＣや関係機関との一層の連携が必要である。 

○ 次年度に向けて 

アセスメントツールの活用や校内研修の実施等により、生徒理解を深め、多様な生徒に適

切な支援ができるように努める。また、教員間や関係機関との連携を密にし、様々な角度か

ら生徒への支援をできるように努める。 
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北海道白老東高等学校 
課 程：全日制 

学 科：普通科 

生徒数：158 名 

本校の取組の特徴 

１ スクールカウンセラー（以下ＳＣ）と連携した取組 
２ アセスメントツールを活用した心身の状態把握 
３ アセスメントに基づいたＳＣによる指導助言 

取組の内容 

本校の目指す生徒像 

・主体的に学び、知識と教養を身に付ける生徒 
・他者を尊重し、豊かな心をもつ生徒 
・心身の健康を大切にし、活力ある生活を送る生徒 

取組の成果等 

○ 成果 

グループワークを通して、普段は関わりの少ない生徒同士でも、当初の緊張が徐々に和らぎ、

会話や意見交換が活発になる様子が見られた。また、相談することの大切さや、ストレスへの

対処の仕方について、体験的に理解を深める生徒が増えており、対人関係や自己理解に対する

前向きな変化が見られた。 

○ 課題 

講話やプログラム実施後には、内容を意識したコミュニケーション行動が一時的に見られる

ものの、時間の経過とともに友人関係が不安定となる場面もあり、継続的な支援や働きかけの

必要がある。また、支援がＳＣや一部の職員に偏りやすく、学校全体での共通理解や組織的な

取組として十分に定着していない点も課題であることから、職員間で話し合いの機会を設け、

組織的に取り組むことができるようにする必要がある。 

○ 次年度に向けて 

・集団形成プログラムや自殺予防に関する講座について、生徒の実態や発達段階を踏まえなが

ら、継続的に実施できるよう計画的に取り組む。 

・アセスメントに基づいたＳＣによる指導助言を継続し、関係職員との連携を図りながら、早期

対応・継続支援につなげる。 

・アセスメントツールの活用方法や結果の読み取りについて、教職員研修を通して共有し、学校 

全体で生徒理解を深める体制づくりを進める。 

本校の現状 

中学校段階で不登校を経験した生徒が年々増加してお

り、自己肯定感や対人関係に課題を抱える生徒がみられ

る。 

○ 人間関係を形成する力やコミュニケーション能力の育成を図る取組 

１ ＳＣと連携した取組 

・ＳＣによる講話やグループワークを通して自己理解や他者理解を深めるとともに、円滑な

人間関係の形成やコミュニケーション力の向上を図った。 

・各学年の実態に応じ、自己理解、ストレスへの対処、性の多様性などをテーマに設定し、生

徒が自らの考えや気持ちを見つめ直す機会とした。 

生徒からは、相談することへの抵抗感の軽減や、他者との関わり方を前向きに捉える声が

多く聞かれた。 

２ アセスメントツールを活用した心身の状態把握 

・「ほっと」「ほっとプラス」「心と身体のチェック」を学期の節目や長期休業前後に実施し、

生徒の心身の状態を把握した。 

・結果を担任・学年と共有し、面談や支援につなげるなど実践的な活用を行った。 

３ アセスメントに基づいたＳＣによる指導助言 

・「心と身体のチェック」等による生徒のアセスメントに基づき、ＳＣが教員に生徒への具体

的な支援方法について指導助言等を行った。 

・ＳＣによる指導助言等を踏まえ、継続的な見守りや今後の支援方針の検討につなげた。 
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北海道南茅部高等学校 
課 程：全日制 

学 科：普通科 

生徒数：17 名 

本校の取組の特徴 

１ 全教職員による組織的な教育相談 
２ スクールカウンセラーによる心理教育 
３ スクールカウンセラーによる指導助言 

取組の内容 

本校の目指す生徒像 

・何事にも積極的に挑戦する生徒 
・思いやりをもち、規律正しく生活ができる生徒 
・健やかな心身・地域への誇りをもつ生徒 

本校の現状 

 不登校を経験している生徒やコミュニケーション
に苦手意識がある生徒が多く見られる。 

取組の成果等 

○ 人間関係を形成する力やコミュニケーション能力の育成を図る取組 

１ 全教職員による組織的な教育相談（年間３回） 

   年度初めに話してみたい教員を生徒に選択してもらい、各生徒に面接担当者を設定した。

ＧＷ明けや長期休業明けの心が不安定になりやすい時期に面談を実施した。面談前には「ア

セス」や「心と身体のチェック」等の結果を全教職員で確認し、要支援生徒について担任や面

談担当者と情報共有を行った。 

２ スクールカウンセラーによる心理教育（年間６回） 

   １学年の生徒を対象に、話すスキル・聞くスキル・人と関わるスキ

ルの向上を目指した心理教育を実施した。また、グループワークを通

して自己理解を深めたり、クラスメイトの良いところを伝え合うこと

で、仲間を相互に理解し合ったりする経験を重ねた。 

３ スクールカウンセラーによる指導助言（年間５回） 

 「心と身体のチェック」等による生徒のアセスメントに基づき、ス

クールカウンセラーが教員への指導助言等を行った。 

 

○ 成果 

 ・教育相談を通して、生徒が相談しやすい環境をつくることができた。 

   <生徒の声> 

   「話したいけど自分から声をかけられない人には助かる。」 

   「考えがまとまり、相談前とのとらえ方が変わって良かった。」など 

 ・スクールカウンセラーによるカウンセリングを受けた生徒は、スクールカウンセラーのアセ

スメントにより自分の今の状況を冷静に顧みることができ、前向きな行動変容が見られた。 

 ・スクールカウンセラーによる心理教育では、円滑なコミュニケーションをとるためのスキル

の向上や自己・他者理解を深めることができた。 

○ 課題 

   スクールカウンセラーによる心理教育の意図を生徒たちが理解するのにやや時間がかかっ

た。心理教育の意図を生徒へ丁寧に説明する時間を設ける必要がある。 

○ 次年度に向けて 

   不登校を経験している生徒や悩みを抱える生徒が安心して学校生活を送ることができるよ

うに、生徒の実態に合わせて教職員による教育相談とスクールカウンセラーによる指導助言

を継続していく。心理教育については、スクールカウンセラーと内容について検討していく。 

【心理教育の様子】 
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北海道富良野高等学校 
課 程：全日制 

学 科：普通科・農業科・工業科・商業科 

生徒数：462 名 

本校の取組の特徴 

１ 人間関係形成能力やコミュニケーション能力の向上のための実践及び学校設定教科「表現」の開設 
２ 外部人材を活用したストレス対処能力の育成を図る取組 

取組の内容 

本校の目指す生徒像 

・知性に富み、新しい時代を創造し続ける人 
・郷土を愛し、地域・世界で貢献できる人 
・豊かな心を養い、多様性を認め合う人 

本校の現状 

富良野高校と富良野緑峰高校の一括統合による環
境の変化に伴う影響を踏まえ、教育相談体制の充実
やコミュニケーション能力・ストレス対処能力の育
成が必要 

取組の成果等 

○ 人間関係を形成する力やコミュニケーション能力の育成を図る取組 

１ 人間関係形成能力やコミュニケーション能力の向上のための実践及び学校設定教科

「表現」の開設 

・多学科設置校として学科間の交流と入学後の人間関係づくりのため、演劇のプロ（民間講師

（非常勤））による自己理解・人間関係に関するエクササイズを実施（１年次、４月） 

・生徒の自己肯定感や人間関係形成能力、コミュニケーション能力の育成を図る取組として、

地域の教育資源である演劇を生かし、演劇のプロ（民間講師（非常勤））による学校設定教

科「表現」を開設 

・２・３年次において、次のような学校設定科目を開設 

身体表現（２単位、異年次履修）、コミュニケーション実践（２単位、異年次履修）、 

コミュニケーション活用（２単位、３年次）、社会につながる演劇（２単位、異年次履修） 

２ 外部人材を活用したストレス対処能力の育成を図る取組 

・外部講師活用したよる「ストレス対処」に関する講演を実施 

（永浦 拡 准教授（北海道教大学旭川校）） 

・年次別に置かれている状況に合わせたテーマを設定し、生

徒の実態調査を踏まえたストレス対処の在り方を学習

（１年次は高校入学の影響、２年次は一括統合による影

響、３年次は卒業後の新生活の影響） 

・他の生徒の対処方法や 10 秒呼吸法など、多様なコーピン

グの方法を習得 

○ 成果 

・学校設定教科「表現」選択者が、１年間の授業の成果として生徒自身の体験談や、講師の

書いた脚本を用いた劇を全校生徒の前で発表し、コミュニケーション能力等が向上した姿

を披露することができた。 

・ストレス対処能力の育成を図る取組により、ストレス対処能力等が向上し、生徒の自己指

導能力の基盤を育成することができた。  

○ 課題 

・子ども理解支援ツール「ほっと」を効果的に活用するため、分析結果を具体的な教育活動に 

反映させていく必要がある。 

・本プログラムの自走化を図るため、外部講師に頼らないプログラムを開発する必要がある。 

○ 次年度に向けて 

・子ども理解支援ツール「ほっと」の分析結果を生かしたクラス経営・授業実践の蓄積。 

・ストレス対処能力の育成や行動活性化の取組に関する授業プログラムの開発。 

【外部講師による講演の様子】 
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北海道枝幸高等学校 
課 程：全日制 

学 科：普通科 

生徒数：114 名 

本校の取組の特徴 

１ 各種アセスメントツールの活用と個別面談の実施 
２ アプリによる「心の健康観察」の取組 
３ スクールカウンセラーによる支援 
４ 外部講師による生徒向け講話と教員向け研修の実施 

取組の内容 

本校の目指す生徒像 

・志を強く持ち、主体的に学び考える力の育成 
・対人基礎力を高め、仲間と協働し、課題を解決する 
力の育成 

・ふるさとを学び、愛し、未来の地域創造に貢献する 
 力の育成 

本校の現状 

友好的かつ素直で真面目な生徒が多いが、固定的な友人

関係に悩み、新たな人間関係を構築する力やストレス対処

法、援助希求的態度の育成が必要である。 

取組の成果等 

○ 人間関係を形成する力やコミュニケーション能力の育成を図る取組 

１ 各種アセスメントツールの活用と個別面談の実施 

  ・「心と身体のチェック」や「アセス」等を実施し、結果を生徒にフィードバックした。 

  ・アセスメントツールの結果を全教職員で共有し、ストレス度の高い生徒への面談等を実施した。 

 ・スクールカウンセラーや教育相談室の利用を案内し、いつでも生活に困り感が出た場合の相談

体制を周知した。 

２ アプリによる「心の健康観察」の取組 

アプリ「シャボテンログ」での健康観察を行い、入力後に気になる生徒の情報を確認し、生徒

への面談等を実施した。 

３ スクールカウンセラーによる支援 

   定期的なスクールカウンセラーの個別面談を実施した。 

○ 自殺予防教育の取組 

 ４ 外部講師による生徒向け講話と教員向け研修の実施 

 ・北海道医療大学心理学部臨床心理学科冨家直明教授をお

招きし、「思春期こころの健康づくり講座 （心の健康

教室）」と題して講演会を行い、SOS の出し方の講演、グ

ループワーク等を行い、自己の状態に気づき、対応する

能力を育成した。 

 ・生徒向けの講演後に教員向けの研修を実施し、SOS の受

け方等についてグループ討議を行い、指導助言をいただ

いた。 

○ 成果 

各種アセスメントツールやアプリを使った健康観察を実施し、結果を生徒にフィードバック

することで、生徒自身が自己の状態に気付き、対応する能力が育成された。 

〇 課題 

教員のカウンセリング能力を一層向上させるため、各種アセスメントの活用、面談時の声の

かけ方について、引き続き教員研修が必要である。 

〇 次年度に向けて 

アセスメントツールのより効果的な活用を通して生徒理解を深め、より適切な生徒支援がで

きる方法を模索していく。また、いのちの大切さなどを含めた自殺予防教育の充実を図ってい

く。 

【外部講師の講演の様子】 
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北海道礼文高等学校 
課 程：全日制 

学 科：普通科 

生徒数：43 名 

本校の取組の特徴 

１ スクールカウンセラーを活用した取組 ～ 集団カウンセリング 

２ 「心の健康観察」の取組 

 

取組の内容 

本校の目指す生徒像 

・自ら学び、創造する生徒を育成する 
・自ら考え、実践する生徒を育成する 
・自ら鍛え、思いやりのある生徒を育成する 

本校の現状  

全国各地から入学する生徒が約半数を占める。
それ故、多様な生徒の集団であり、人間関係の早
期構築が必要である。 

取組の成果等 

○ 人間関係を構築する力やコミュニケーション能力の育成を図る取組 

 １ スクールカウンセラーを活用した取組 ～ 集団カウンセリング 

  ＜テーマ＞ 

  (1)「ダイバーシティとインクルージョン」 

  (2)「多様性についていろいろな視点で考えてみましょう」 

  (3)「リフレーミング」 

 ２ 「心の健康観察」の取組 

  (1) アプリ「シャボテンログ」を用いて、生徒の心や身

体の不調に対して、「気づき」や「変化」を見える化し

た。 

(2) アセスメントツール「心と身体のチェック」を用い

て、長期休業前後の生徒の心の変化を把握した。 

※その他にも次のような取組を実施した 

  ・個人面談・健康面談・進路面談など全校生徒を対象にしたカウンセリング 

  ・教育相談だよりの発行 

○ 成果 

 ・教職員の粘り強い対話等により、生徒の困り感などを引き出し、全教職員で共有することがで

きた。 

 ・「Ｑ－Ｕ」、「シャボテンログ」、「心と身体のチェック」などを活用することにより、生徒の特

性を把握し、迅速に対応することができた。 

○ 課題 

 ・一人ひとりの生徒がさらに前向きに学校生活を送ることができるよう、学生寮などの外部機関

とも一層連携し、情報の共有を行うことが必要である。 

 ・教職員の負担軽減のため、業務を今まで以上に効率的に実施するシステムを構築する必要 

  がある。 

○ 次年度に向けて 

 ・アセスメントツールをさらに活用できるよう、研修を重ねる。 

 ・本校で行っている様々な生徒支援の取組がやや断続的になっているので、各取組を効果的に連

動させて進めていく。 

【集団カウンセリングの様子】 



 

令和７年度高校生ステップアップ・プログラム  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

北海道雄武高等学校 
課 程：全日制 

学 科：普通科 

生徒数：53 名 

本校の取組の特徴 

１ ピア・サポート活動の実施 
２ スクールカウンセラーによる教育相談活動の実施 

取組の内容 

本校の目指す生徒像 

スクール・ポリシーに示す育成を目指す資質・能力

を身に付けた生徒 

１ 社会生活を営むための基礎的な力 

２ 知識を活用し、課題を解決する力 

３ 自ら自身を持ち、他人を認め、協力する事ができ

る力 

本校の現状 

固定的な友人関係や人間関係に悩み、自尊感情が低い

生徒が多く見られることから、コミュニケーションスキ

ルを身に付けさせ、自己肯定感を高める活動を通じて、良

好な人間関係づくりを目指す。 

取組の成果等 

○ 人間関係を形成する力やコミュニケーション能力の育成を図る取組 
１ ピア・サポート活動の実施 

(1) 学年間ピア・サポート 
【１・２・３年生】【日時 ５月～12 月】 
１年生はピア・サポート活動（計６回 仲間理解、話の聞き方、問題解決能力、効果

的なストローク、非言語コミュニケーション、アサーション）にて人間関係を形成する
力やコミュニケーション能力の向上を目指す活動を実施し、２、３年生はピア・サポー
ターとして事前に教師からその役割や活動の進め方について学び、支援計画を各活動グ
ループで作成、１年生のピア・サポート活動の支援を行った。 

(2) 学校外へのピア・サポート活動 
【１年生：雄武小学校・沢木小学校（児童）】【日時 11 月】    
交流活動の中で、これまでのピア・サポート活動で培ったスキルやノウハウを基に、

協調性の大切さや思いやりの心を養うことを目標に、「ドッジボール」や「しっぽ鬼」
などのゲームを行った。 

２ スクールカウンセラーによる教育相談活動の実施【全校生徒】【全８回】 
   子ども理解支援ツール「ほっと」の結果等によるアセスメントに基づき、生徒へのカウ

ンセリングや教師への助言・援助（コンサルテーション）を実施した。 

○ 成果 
「ほっと」の結果では、本校生徒のソーシャルスキルはほとんどの項目で全道平均を上回

った。特に３学年の平均値では、「あいさつをする（礼儀）」、「相手を思いやる（配慮）」、「仲
間に加わる（参加）」、「ルールを守る（遵守）」の数値が高く、ピア・サポート活動等の成果
であると考えられる。また、生徒の思考・判断・表現力や主体性などの資質・能力を評価す
るツール「Ai Grow」による、生徒の資質・能力の数値化（可視化）においても、「主体性」
「協働性」の数値が中央値を超える生徒が、各学年でクラスの半数を超えた。生徒が自己理
解を深め、学校生活をより主体的に取り組む姿勢を育むことができた。 

○ 課題 
本事業の取組の成果が「ほっと」や「Ai Grow」の結果に反映したことから、結果の分析

を進めて、一層効果的な取組となるよう改善できる箇所がないか検討する必要がある。 
○ 次年度に向けて 
  年度末反省を踏まえ、学校外へのピア・サポート活動のより一層の充実を図ったり、「ほ

っと」、「Ai Grow」の効果的な活用の方法を検討したりする。 



高校生ステップアップ・プログラム実施要項 

 

（平成25年５月17日学校教育局長決定） 

（平成28年５月20日一部改正　　　　） 

（平成30年４月６日一部改正　　　　） 

（平成31年４月19日一部改正　　　　） 

（令和２年４月10日一部改正　　　　） 

（令和３年５月６日一部改正　　　　） 

（令和５年４月21日一部改正　　　　） 

（令和６年４月11日一部改正　　　　） 

（令和７年４月11日一部改正　　　　） 

 

１　趣旨 

　　高校生のいじめや不登校、中途退学の背景として、「人間関係をうまく保てない」など、生徒

の人間関係を形成する力やコミュニケーション能力の不足によるものもあり、心の不安定さから

いじめや不登校、中途退学につながる場合が少なくない。また、本道においても、児童生徒の自

殺が少なからず発生しており、北海道学校保健審議会の調査では、自殺や死について考える児童

生徒が一定程度いるという結果が出ていることから、児童生徒等の自殺予防に関する正しい知識

や援助希求の重要性に関する認識を高める必要がある。 

　　このような状況を改善し、道立高等学校におけるいじめや不登校、中途退学の未然防止、自殺

の予防を図るため、予防的・開発的な視点に基づく生徒の人間関係を形成する力やコミュニケー

ション能力の育成を図る取組（以下、「集団カウンセリング」という。）や、自殺予防教育プログ

ラムを活用した取組を実践するとともに全道の高等学校への普及を図る。 

 

２　事業の実施主体 

　(1) 本事業は、北海道教育委員会（以下「委員会」という。）が実施する。 

 （2）本事業は、文部科学省の委託を受けて実施することができる。 

 

３　事業の内容 

　(1) 高等学校の取組 

　　ア　集団カウンセリングの実施 

　　　　実施校は、生徒の人間関係を形成する力やコミュニケーション能力の育成を図るため、計

画的に集団カウンセリングを実施する。 

イ　自殺予防教育の取組の実施 

　　実施校は、「自殺予防教育プログラム」を積極的に活用し、計画的に自殺予防教育の取組

を実施する。 

ウ　アプリによる「心の健康観察」の実施 

　　実施校は、アプリによる「心の健康観察」を活用し、教職員が生徒の心や体調の変化を把

握し、心のＳＯＳの早期発見につなげる取組を実施する。 

エ　外部人材を活用した取組の実施 

　(ｱ) スクールカウンセラーによる支援 

　　　　　実施校は、「心と身体のチェック」等による生徒のアセスメントに基づき、生徒への集

団カウンセリングやアセスメントの実施及び本事業の実施のための指導助言、教員研修等

に、積極的にスクールカウンセラーを活用する。 

　　　　　ただし、スクールカウンセラーの活用時間数については予算の範囲内とする。 

　　　(ｲ) 北海道いじめ問題等解決支援外部専門家チーム員（以下「支援チーム員」という。）の

活用 

　　　　　実施校は、生徒指導上の諸課題の解決に向けた取組の教員研修等に、積極的に支援チー

ム員を活用する。 

　　オ　成果の検証 



　　　　実施校は、本プログラムの成果を、次の(ｱ)から(ｵ)の項目により検証する。 

　　  (ｱ) 子ども理解支援ツール「ほっと」、アセスメントツール「心と身体のチェック」等を用

いた客観的な指標に基づく評価 

　　　　　実施校は、「ほっと」等による調査を複数回実施し、上記ア、イに掲げる取組の成果を

検証する。 

　　　(ｲ) 不登校生徒数及び中途退学者数、いじめの認知件数及び解消率の変化 

  　　(ｳ) その他の生徒の状況 

　　　　　・上記ア、イの取組における生徒の感想 

　  　　　・上記ア、イの取組における生徒の活動状況の観察 

　　　(ｴ) 外部人材の活用状況 

　　　(ｵ) 本プログラムに対する教員の理解や取組状況 

　　カ　学校プログラム（成果のまとめ）の作成 

　　　　実施校は、上記ア～オの実施状況、成果や課題を踏まえ、他校の参考となるよう、実施時

期や内容、参考資料等を取りまとめた学校プログラム（成果のまとめ）を作成する。 

　(2) 委員会の取組 

　　ア　運営協議会の開催 

　　　　委員会は、本プログラムの円滑な実施に資するため、実施校の職員、スクールカウンセラー、

所管教育局学校教育指導班担当指導主事等の参加を得て運営協議会を開催する。 

　　イ　集団カウンセリング研修会の開催 

　　　　委員会は、実施校における取組の充実を図るため、実施校の教員等を対象に集団カウンセ

リング研修会を開催する。 

　　ウ　取組状況の広報 

　　　　委員会は、全道立高等学校における不登校や中途退学の未然防止、自殺予防の取組の充実

に役立てるため、本プログラムの取組状況の広報に努める。 

　　エ　拠点型オンラインカウンセリングによる支援 

　　　　委員会は、不登校生徒を含めたオンラインカウンセリングが必要と考えられる生徒及びそ

の保護者に対して、学校等とオンラインカウンセリングの拠点をオンラインでつなぐことに

より支援する。 

 

４  事業実施に当たっての留意事項 

　(1) 実施校は、事業終了後においても、学校独自でプログラムを継続的に実施することを想定し

た計画の策定及び検証を行うこと。 

　(2) 実施校は、スクールカウンセラーによる予防的・開発的教育相談の手法や集団カウンセリン

グ、アセスメントに関する教員研修を実施し、知識や手法の習得のほか、本プログラムに関す

る教員間の共通理解を深めること。 

　(3) 高校１年生に重点を置いて、仲間づくり支援やコミュニケーションスキルを育成する集団カ

ウンセリングを実施すること。 

　　　また、国立・道立青少年教育施設において宿泊研修を実施する場合は、当該施設職員と連携

し、集団カウンセリングを実施すること。 

　(4) スクールカウンセラーによる生徒への集団カウンセリングや教員研修は貴重な機会であるこ

とから、実施校は支障のない範囲内で、近隣校と連携して実施してよいこと。 

　(5) スクールカウンセラーの活用については、次の事項に留意すること。 

　　ア　スクールカウンセラーの人材確保については、実施校が行うこと。 

　　イ　予防的・開発的教育相談の手法は多様であることから、必要に応じて複数のスクールカウ

ンセラーを活用してよいこと。　 

　　ウ　スクールカウンセラーの任用、報酬等の支給事務等については、「北海道公立学校スクー

ルカウンセラー（非常勤）設置要綱」（令和７年３月31日学校教育局長決定）によること。 

　　エ　上記３(2)のエにある拠点型オンラインカウンセリングによる支援については、令和７年度

スクールカウンセラー活用事業実施要領によること。 

　(6) 上記３(1)のウにあるアプリによる「心の健康観察」については、委員会がスタンドバイ株式



会社と契約することにより、スタンドバイ株式会社が提供する「シャボテンログ」を無料で利

用することができる。 

　(7) 支援チーム員の派遣については、「北海道いじめ問題等解決支援外部専門家チーム実施要項

（令和２年３月31日学校教育局長一部改正）によること。 

 

５　実施期間 

　  原則として当該年度の年度末までとする。 

　　ただし、当該年度を超えて継続の希望がある場合は、取組状況や事業成果等に基づき委員会が

継続を決定する。 

 

６　事業の実施手続 

　(1) 事業の実施を希望する道立高等学校は、実施計画書（別記様式１）及び所要経費計画書（別

記様式２）を添付し、委員会に申請する。　 

　(2) 委員会は、上記(1)により提出された実施計画書等の内容を審査し、実施校を決定する。 

　(3) 実施校は、実施計画書等の内容を変更する場合は、速やかに委員会に報告し、その指示を受

けること。 

 

７　事業の報告 

　(1) 実施校は、実施報告書及び所要経費報告書を作成し、当該年度の指定された期日までに、委

員会に提出すること。 

　(2) 支出関係書類については、他の経費と区分して適当な帳簿を用いて整理し、使途を明らかに

するものとし、事業を実施した翌年度から５年間保存すること。 

 

８　その他　 

　(1) 委員会は、必要に応じ、事業の実施状況及び経理状況等について実態調査を行うこと。 

　(2) この要項に定めのないものは、委員会及び実施校が協議の上、決定すること。 

 

　　　附　則 

　この要項は、平成25年５月17日から施行する。 

　この要項は、平成28年５月20日から施行する。 

　この要項は、平成30年４月６日から施行する。 

　この要項は、平成31年４月19日から施行する。 

　この要項は、令和２年４月10日から施行する。 

　この要項は、令和３年５月６日から施行する。 

　この要項は、令和５年４月21日から施行する。 

　この要項は、令和６年４月11日から施行する。 

　この要項は、令和７年４月11日から施行する。 


